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μ-オピオイド受容体遺伝子 OPRM1 領域の rs9384179、カルシウムチャネル遺伝子CACNA1E 領域
の rs3845446、アドレナリン受容体遺伝子ADRB2近傍の rs11959113、GIRKチャネル遺伝子GIRK2
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 結果の要旨       
 














られるか、３）IV-PCA のフェンタニル 1 回投与量を 20μg に設定した根拠は何か、４）オピオイド必要
量における人種差はみられるのか、などについて質疑が行われた。これらに対して、１）下顎枝矢状分割
術は体性痛だが、腹部外科手術は体性痛に加えて自律神経線維が関連する内臓痛も生じるため、痛みの伝
達経路が異なる、２）IV-PCA と持続硬膜外鎮痛では、投与法の違いにより鎮痛効果や副作用が異なるとい
う報告もあるため、今後検討が必要である、３）痛みを感じてしまう状態（MCP）から痛くない状態（MEAC）
にするために必要な鎮痛薬投与量である“MEAC-MCP 間較差”には個体差が少なく、フェンタニルは約
15～20μg/回であることが報告されている、４）SNP の頻度は人種間で著しく異なるものもあるため、人
種によってオピオイド必要量も異なる可能性が高い、などの概ね妥当な解答が得られた。さらに、英文表
記や参考論文の追加等の指摘があり、修正がなされた。 
以上より、本研究で得られた知見は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に
値するものと判定した。 
